
令和元年度　予算特集号

人がいきいきと活躍する　幸せ実感のまち



　本市では、ふるさと応援基金や財政調整基金などの基
金を取り崩しながら財政運営を行ってきましたが、ふる
さと応援寄附金について、国による制度の見直しなどの
影響で今後の寄附額の見通しが立たず、財源として十分
には期待できない状況にあるなど、依然として厳しい財
政運営となる見込みです。
　このような中、扶助費などの社会保障関連経費や一部
事務組合への負担金などの義務的経費の増加に加え、老
朽化した公共施設の大規模改修などが必要となるなど、
さらなる財政の硬直化が見込まれるため、既存事業の見
直しを行いながら、必要な事業への投資を行うとともに、
限られた財源の中で堅実な予算編成を行いました。
　その結果、今年度の伊万里市一般会計予算は、総額で
２５３億２，３００万円となりました。平成３０年度と比
較すると０．９％の減少となっています。
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一般会計予算額の年度別推移

224.8

令和元年度当初予算総額

繰入金
17億4,766万円

寄附金
10億1,000万円

分担金及び
負担金
3億1,073万円

使用料及び
手数料
3億4,997万円

諸収入ほか
6億6,339万円

歳　入

●市　税…………�個人と法人の市民税や固定資産税、たば
こ税などです。

●繰入金…………基金や特別会計からの繰入金です。
●寄附金…………�ふるさと応援寄附金など、個人や法人な

どから受ける金銭寄付です。
●使用料及び手数料…施設の使用料、戸籍や住民票の謄・

抄本の手数料などです。
●分担金及び負担金…災害復旧事業の負担金、保育園の入

所負担金などです。
●諸収入ほか……雑入などです。
●地方交付税……�国が徴収した税金から、地方公共団体が

等しく事務を進められるよう一定の基準
で交付されるものです。

●国庫支出金……国からの負担金や補助金です。
●県支出金………県からの負担金や補助金です。
●市　債…………�市が行う事業の財源として、国や金融機

関などから借り入れる借入金です。
●地方譲与税……国税から譲与されるものです。

市税
65億5,308万円

衛生費
21億4,733万円

教育費
17億4,460万円

公債費
18億8,754万円

土木費
8億4,325万円

商工費
6億5,098万円

消防費
10億2,895万円

諸支出金
10億1,306万円

その他
1億5,942万円

歳出総額
　253 億

2,300 万円

歳　出

農林水産業費
7億7,762万円

●民生費�…………社会福祉や児童福祉、生活保護など市民
の安定した生活を保障する経費です。

●総務費�…………企画や男女協働、国際交流など、主に総
務部門に要する経費です。

●衛生費�…………保健衛生や、ごみの収集・処理などに要
する経費です。

●公債費�…………借入金の返済に要する経費です。
●教育費�…………小・中学校などの学校教育や社会教育、

保健体育など教育全般の経費です。
●消防費�…………火災など災害に対応するための経費です。
●諸支出金�………企業会計への操出金などです。
●土木費�…………道路や河川、住宅、公園、市街地などの

整備や維持管理に要する経費です。
●農林水産業費�…農林水産業の振興に要する経費です。
●商工費�…………商工業や観光の振興に要する経費です。
●議会費�…………議会運営に要する経費です。
●その他�…………労働費や災害復旧費などです。

議会費
2億5,182万円

地方交付税
56億5,546万円

地方譲与税ほか
14億9,041万円

民生費
103億9,039万円

総務費
44億2,804万円

依存財源
146 億
8,817 万円
 （58.0％）

市債
12億3,960万円

国庫支出金
38億2,802万円

県支出金
24億7,468万円 自主財源

106 億
3,483 万円
 （42.0％）

249.1 253.2255.5248.1

一 般 会 計 253億2,300万円
※5月 1日以降は、今年度予算の名称を
�　『令和元年度予算』として統一しています。
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令和元年度　当初予算額

■
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
料
や
国
庫
支
出
金
を

主
な
財
源
と
し
て
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

■
市
営
駐
車
場
特
別
会
計

中
心
市
街
地
や
商
店
街
な
ど
へ

の
来
訪
者
の
利
便
を
図
る
目
的

で
設
置
し
て
い
る
市
営
駐
車
場

を
管
理
・
運
営
す
る
た
め
の
会

計
で
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
適
用

を
受
け
る
75
歳
以
上
の
高
齢
者

と
、
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害

が
あ
る
人
か
ら
徴
収
し
た
保
険
料

を
、
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
に
納
付
す
る
会
計
で
す
。

※平成31年 2月補正後の額です。
※主な借入先は、財務省、地方公共団体金融機構、佐賀県、
市中金融機関などです。

表１ 特別会計予算額

特別会計名 予算額

国 民 健 康 保 険 66億 5,979万円

介 護 保 険 61億 5,040万円

市 営 駐 車 場 1,244万円

後 期 高 齢 者 医 療 14億 2,823万円

計 142億 5,086万円

会計区分 現在高

企
業
会
計

�水道事業 52億 4,661万円

�工業用水道事業 111億2,390万円

�下水道事業 104億 8,382万円

計 268億 5,433万円

　　
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受

け
、
特
別
会
計
の
中
で
も
経
営
成

績
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
次
の
３
つ
の
企
業
会
計
を
設

け
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計

ご
と
の
予
算
額
は
、　
　
　
の
と

お
り
で
す
。

■
水
道
事
業
特
別
会
計

安
心
し
て
飲
め
る
水
を
供
給
す

る
た
め
、
水
道
使
用
料
な
ど
を

財
源
に
、
事
業
運
営
や
施
設
整

備
な
ど
を
行
う
会
計
で
す
。

■
工
業
用
水
道
事
業
特
別
会
計

工
業
用
水
を
供
給
す
る
た
め
、

表
２

　
特
定
の
事
業
を
行
う
際
、
特
定

の
収
入
を
も
っ
て
そ
の
支
出
に
充

て
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
特
別
会

計
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
は
、　
　  
の
と
お

り
４
つ
の
特
別
会
計
を
設
け

て
お
り
、
そ
の
予
算
総
額
は
、

１
４
２
億
５
０
８
６
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
税
や
県
支
出
金

を
主
な
財
源
と
し
て
、
医
療
給
付

な
ど
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

特
別
会
計

表
１

使
用
料
な
ど
を
財
源
に
、
事

業
運
営
や
施
設
整
備
な
ど
を

行
う
会
計
で
す
。

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計

下
水
道
を
維
持
管
理
す
る
た

め
、
使
用
料
な
ど
を
財
源
に
、

事
業
運
営
や
施
設
整
備
な
ど

を
行
う
会
計
で
す
。

　
建
設
事
業
な
ど
を
行
う
際
に
、

そ
の
財
源
の
一
部
と
し
て
、
国

や
県
、
金
融
機
関
な
ど
か
ら
資

金
を
借
り
入
れ
て
い
ま
す
。
市

債
の
現
在
高
は
、　
　
　
の
と
お

り
で
す
。

表
３  

市
債
現
在
高

表３ 市債現在高

会計区分 現在高

�一般会計 220億 4,443万円

�国民健康保険特別会計 2億 5,000万円

計 222億 9,443万円

表２ 企業会計予算額

区 分 収益的収支 資本的収支

水
　
道
　
事
　
業

収入 収入

15億　�398万円 3億 5,298万円

支出 支出

15億　�398万円 10億 6,893万円

工
業
用
水
道
事
業

収入 収入

11億 9,057万円 2億 4,580万円

支出 支出

11億 9,057万円 8億 6,227万円

下
水
道
事
業

収入 収入

13億　�305万円 12億 9,165万円

支出 支出

13億　�305万円 15億 7,697万円

企

業

会

計
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昨
年
４
月
、
市
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
以
来
、
市
政
の
課

題
に
向
き
合
い
、
早
１
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、『
人
を
大
事
に
す
る
』

と
し
て
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る
、

す
べ
て
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
の
設
置
や
老
朽
化
し
た
校
舎
、

施
設
の
改
修
に
取
り
組
む
な
ど
、

本
市
の
将
来
を
託
す
べ
き
『
ひ
と
』

づ
く
り
に
直
結
す
る
教
育
環
境
の

整
備
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
、
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ

ブ
の
開
所
時
間
の
延
長
な
ど
、
若

い
世
代
が
子
育
て
し
や
す
い
環
境

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　　
地
域
で
の
暮
ら
し
の
維
持
を
図

る
た
め
に
は
、
地
域
住
民
が
自
発

的
に
立
ち
上
が
り
、
わ
が
ま
ち
の

課
題
を
把
握
し
課
題
の
解
決
を
図

る
市
民
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
促
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
地
域
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
住
み
慣
れ
た
地
域
を
未

来
に
向
け
て
維
持
し
、
地
域
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
、
ま

ち
づ
く
り
運
営
協
議
会
な
ど
を
中

心
に
自
立
運
営
を
目
指
す
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
。

３
．
定
住
に
つ
な
が
る

　
　
し
ご
と
づ
く
り

　
　
　

　
市
民
の
暮
ら
し
の
維
持
に
は
収

入
源
と
な
る
仕
事
の
確
保
が
必
要

で
あ
り
、
就
労
先
と
な
る
雇
用
の

創
出
に
つ
い
て
は
、
重
点
的
な
取

り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
企
業
の
進
出
が
続

く
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
オ
フ
ィ
ス
に
つ

い
て
、
若
者
や
女
性
の
就
労
先
と

な
る
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
な
ど
の
集
積

を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、『
課
題
は
現
場
に
あ
る
』

と
し
て
、
農
業
や
商
工
業
の
若
手

後
継
者
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
や
子

育
て
世
代
の
皆
さ
ん
の
ほ
か
、
多

数
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い

た
だ
い
た
『
市
長
と
ち
ょ
い
カ

フ
ェ
』
を
開
催
す
る
な
ど
、
現
場

に
根
差
し
た
市
民
と
の
協
働
に
よ

る
市
政
運
営
の
推
進
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

　　　
私
は
、
元
号
が
改
め
ら
れ
る
こ

の
年
、激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
『
平

２
．
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

　
　
ま
ち
づ
く
り

成
』
を
総
括
し
、
伊
万
里
市
の
あ

る
べ
き
姿
を
再
確
認
し
た
う
え

で
、
先
人
た
ち
が
築
い
た
礎
の
上

に
新
た
な
伊
万
里
市
を
構
築
し
て

い
く
た
め
、
こ
れ
ま
で
解
決
で
き

て
い
な
か
っ
た
課
題
に
果
敢
に
挑

戦
し
、
時
代
の
要
請
に
柔
軟
に
適

応
す
る
進
化
へ
の
序
章
の
年
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し
い
時
代

に
、
伊
万
里
市
の
輝
か
し
い
歴
史

の
１
ペ
ー
ジ
を
加
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
真
心
を
も
っ
て
努
力

を
重
ね
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
ふ
る
さ
と
伊
万
里
へ
の
熱
い

は
じ
め
に

新
た
な
伊
万
里
市
の
構
築

平

成

31

年

第
１
回
定
例
会

所
信
表
明

『
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
』
の

実
現
を
目
指
し
て
　

　
平
成
31
年
伊
万
里
市
議
会
第
１
回
定
例
会
（
２
月
議
会
）
で
、
深
浦
弘
信
市
長
が

令
和
元
年
度
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
所
信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

思
い
を
、
一
つ
一
つ
現
実
の
も
の

と
し
て
い
く
決
意
で
す
。

　　
全
国
の
多
数
の
地
域
に
お
い

て
、
人
口
減
少
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
産
業
、
医
療
、
介
護
や
ま
ち

づ
く
り
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

人
手
不
足
が
進
行
し
て
い
る
状
況

は
、
本
市
に
お
い
て
も
同
様
で
す
。

　
そ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
な

が
ら
、
地
域
社
会
に
市
民
が
主
体

的
に
参
画
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

で
地
域
を
支
え
、
地
域
の
課
題
を

住
民
主
体
で
解
決
し
て
い
く
『
み

ん
な
で
支
え
育
て
る
伊
万
里
市
づ

く
り
』
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
地
域
や
職
場
、

家
庭
な
ど
で
生
き
生
き
と
活
躍
す

る
『
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
』

の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
た
め
、

次
の
施
策
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

　
　
　
　

　　
人
口
減
少
が
続
く
中
、
持
続
可

能
な
ま
ち
を
構
築
す
る
た
め
に

は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
や
産
業

な
ど
を
支
え
る
人
材
の
確
保
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
に

引
き
続
き
、
教
育
環
境
の
整
備
や

子
育
て
支
援
の
充
実
に
注
力
し
、

児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
習
に
取

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

１
．
本
市
の
将
来
を
担
う

　
　
ひ
と
づ
く
り
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第１回定例会　塚部市長所信表明第１回定例会　深浦市長所信表明

を
推
進
し
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

や
保
育
園
な
ど
の
整
備
・
運
営
の

あ
り
方
の
ほ
か
、
小
・
中
学
校
の

施
設
規
模
の
適
正
化
な
ど
、
今
後

の
人
口
減
少
社
会
に
即
し
た
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
必
要
な
施

設
の
管
理
運
営
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
民
営
化
や
統
廃
合
を
含
め
た

再
配
置
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
ま
す
。

　　
伊
万
里
市
の
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
な
ど
将
来
世
代
に
ま
ち
を

引
き
継
ぐ
責
任
を
果
た
し
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
既
存
事
業
や
組
織
体

制
の
根
本
的
な
見
直
し
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
財
政

状
況
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
の
積
極
的
な
情
報

共
有
に
努
め
る
と
と
も
に
、
真
に

必
要
な
取
り
組
み
を
見
極
め
、
そ

こ
に
限
ら
れ
た
財
源
や
人
的
資
源

を
集
中
し
、
身
の
丈
に
合
っ
た
効

率
的
で
効
果
的
な
事
業
の
推
進
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　　
安
全
・
安
心
の
確
保
は
、
市
民

の
暮
ら
し
の
大
前
提
で
あ
り
、
行

政
が
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
べ

き
課
題
で
す
。

　
昨
年
の
豪
雨
災
害
の
教
訓
な
ど

か
ら
、
保
存
食
や
飲
料
水
と
い
っ

た
災
害
時
の
備
蓄
品
な
ど
に
つ
い

て
、
各
地
区
公
民
館
へ
の
配
備
の

拡
充
を
段
階
的
に
進
め
る
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
消
火
活
動
や

災
害
対
応
の
要
と
な
る
消
防
団
員

の
報
償
金
の
増
額
な
ど
に
取
り
組

み
、
災
害
な
ど
の
被
害
か
ら
市
民

の
皆
さ
ん
を
守
る
体
制
の
強
化
を

図
り
、
安
全
・
安
心
の
確
保
を
図

り
ま
す
。

　　
人
口
減
少
に
伴
い
財
政
状
況
の

悪
化
が
見
込
ま
れ
る
中
、
将
来
に

向
け
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
限
ら
れ

た
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
市
政

運
営
の
仕
組
み
づ
く
り
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
、
手
が

付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
分
野
の

改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
、
公
共
施
設

の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

※
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
主
要
な
施

策
の
概
要
と
予
算
な
ど
に
つ
い

て
、
総
合
計
画
の
６
つ
の
ま
ち

づ
く
り
の
目
標
に
沿
っ
て
説
明

し
ま
す
。

も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
重
要
港
湾
『
伊
万
里

港
』
に
つ
い
て
は
、
港
湾
管
理
者

　
ま
た
、
中
小
企
業
振
興
資
金
の

信
用
保
証
料
の
全
額
補
填
や
ふ
る

さ
と
伊
万
里
就
業
奨
励
金
の
交
付

な
ど
、
地
場
企
業
の
活
力
増
進
に

で
あ
る
佐
賀
県
に
よ
り
、
港
湾
機

能
の
再
編
な
ど
を
視
野
に
入
れ
た

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
に
着
手
さ

れ
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

港
湾
機
能
の
拡
充
や
浦
ノ
崎
地
区

に
お
け
る
埋
め
立
て
地
の
土
地
利

用
計
画
の
策
定
の
ほ
か
、
港
湾
利

活
用
の
た
め
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘

致
な
ど
、
検
討
段
階
か
ら
佐
賀

県
を
は
じ
め
関
係
機
関
な
ど
と

の
連
携
強
化
を
積
極
的
に
図
り

ま
す
。

　　
定
住
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
ま

ち
の
に
ぎ
わ
い
が
失
わ
れ
活
力
が

低
下
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
交

流
人
口
の
拡
大
を
図
る
こ
と
は
重

要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
西
九
州
自
動
車
道

の
早
期
の
全
線
開
通
に
向
け
、
引

き
続
き
、
関
係
機
関
や
団
体
な
ど

と
連
携
し
た
国
へ
の
提
案
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
福
岡
都
市
圏
か
ら
の

誘
客
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て

い
く
た
め
、
福
岡
都
市
圏
の
飲
食

店
へ
の
伊
万
里
焼
の
貸
し
出
し
や

伊
万
里
焼
の
割
引
券
の
提
供
、
首

都
圏
や
福
岡
都
市
圏
も
含
め
た

伊
万
里
フ
ェ
ア
の
開
催
な
ど
、

営
業
活
動
の
強
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

さ
い
ご
に

５
．
安
全
・
安
心
な

　
　
暮
ら
し
づ
く
り

６
．
効
率
的
な
行
財
政
の

　
　
仕
組
み
づ
く
り

４
．
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る

　
　
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
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